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本稿における「探究」は Dewey. J の考え
を基に定義することとした。  















































































































調査は，2015 年 9 月から 10 月にかけて











































































 える。  
また，順列・組合せにおける生徒の既習
の学習内容は次のことが挙げられる。  
・n 個から r 個とる順列  
・円順列  
・n 個から r 個とる重複順列  











































































































図 2．組合せの考えを用いた解法 1 
 
 
















・6C3 は赤玉を表す  
・6C3 は赤玉の出る確率  
・3 色あるから最初に出した時に赤玉が























生徒は，6 個の玉から 3 個の玉を取り出
すことと，6 つの場所から 3 つの場所を選
－ 34 －













・「6 個あってそのうち 3 個が入る場所」 
・「6 個のうち、3 個しかないんだよね？
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